
昭和 8年2月阿蘇火山の活動調査報告

熊本測候所青木成ー，本多彪?早水逸雲

昭和8年2月下旬の大爆設前 (1月中旬以後うの

阿蘇山中岳火口献況(中岳火口国参照)

阿蘇山中岳北の池北部の第 1火口は1月10日には「ゴ{シユーJといふ鳴

動・-噴祭昔をたて L薄友色~白色煙を噴出してゐたが， 14日には鳴動が高まり‘

同火口の西北西約250米の水平距離にある北の池北部火口縁上の甘酒茶屋(木

造〉の柏、子戸が震動する程度になった.15日， 16日には噴煙臭が甚しく北の

池内に噴砂石があり 27日には北の池外の甘酒茶屋附近まで落石があり，黒

煙の噴出があった.

北の池南部の第 2火口は 1月 10日には湯面ι津山の噴湯部があり，湯面

中央部のものが最も高くて湯面から約 1米(目測〉に達する泥湯をあげた.と

れ等の噴湯部から白色噴気があった.23日には湯が友色になり， 31日には湯面

が著しく狭く在って湯が乾いた砂地から一面に白色噴気があった.

南の池内中央部の第4火口は1月中旬以後同月末まで火口底K縁色の湯がた

まあ湯面から白色の弱い噴気があり，火口内壁にさし水があった

南の池内西部の第 7火口西側火口壁から正月 23日以後白色の徴弱噴気が少

量あった.

2月に入ってから中岳火口の欣況は弐のゃうである.

第1火口は2月3日には鳴動・噴石があり 4日夕には鳴動が大になって火

花のやうに赤熱噴石 5日6時には黒煙が噴出して直上約800米に達し，大火

柱が現はれた.(11日の火口内の朕況は潟真 1参照)14日には「ゴ{ゴーJ

といふ鳴動が大で大麓曾話辛通となり， 15日には空振が強く， 17日には観測所

の戸障子が震動する程度になうた.20日には火孔口附近が赤くたり，rゴオゥゴ
オゥゴオ沙・・・・・・ゴといふ鳴動は大で、大聾舎話不通，噴石約200米に上って火

口内K落下した. 22日から鳴動が強大にたり，rゴゥゴゥ o OO':Jといふ中に「パ

( 133) 



阿蘇火山 中岳火口国

リッパリッ・・・・ 'Jといふ音が混じ噴石が盛んで、F 観測所の戸障子が震動し

た.噴煙臭が甚しかった.

第 2火口は2月3日には湯が黄友色で湯面一面から白色噴気があり，fシユ-

YユーJといふ噴気音が問えた.7日には湯量が減って湯面周遺部に凹凸が生

じ 10日には火口底南部の黄色硫黄昇華物の附着物が撰大しp 西縁部Aの噴
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気がかなり盛んで、?湯面の全噴気は火口底上約100米の高さにまで達した.11 

日には湯の量が更に減って北部は数個の小池に分れ，火口底の金湯面各所から

「ジヤジヤジヤ・・・・」といふ音をたて L黒友色の湯が噴騰し， A 部から 1分

聞に約 32同の割合で黒友色の泥湯柱(直径約 2米，高さ約 io米)が噴きあ

げられた. 12日には Aの噴湯が約 2--3米の高さになれ 13臼には噴湯が

やんだ~ 14日には湯量が益々減り，湯面は全火口底の約 1/3になった..1o日

18時 40分頃鳴動もなく Aから黒煙が噴出し， 中岳火口上約 400米の高さ

に達して南に流れ南郷方面に降友があった.之が今同の 2月 24日第 2火口

爆褒の前騒とたった(乙の時第 1火口の上空は淡赤色にたった).18日には湯

量が更に減って各小池の部分から盛んに黒次色の泥湯が噴きあがり.Aは新火

子しとなって「シューシュー」といふ噴気音をたて L弱く白煙をあげてゐた.19 

日には A 孔に火孔丘が生成して之から白煙があがり， A孔の東方で火口底の

路中央部 B に新たに活気ある噴泥湯部が出来泥湯桂の高さは約 10米に達

した. 20日にーは噴煙のため火口内が明かで、たかったがp 火口底に湯の溜りが二

三個所残る程度になり， B は約 1米の高さに砂を噴きあげた.22日には A干し

は噴気がやみ， B部に火孔壁の高さが約 2--3米の火孔が生成，弱く白煙を噴

出し，内壁に黄色の斑黙があった・:湯の溜りは火口の南東部と B孔の北側と

に残り， B孔近くの北側のちのは砂汁を 1.........2米の高さに噴出した.

第 4火口;及び第 7火口は 1月中旬以後は 2月 24日の爆議まで略同じ朕

態であった.

¥d 昭和 8年 2月下旬の大爆殺

2月 24日 2時 30介頃，第2火口底の B孔は突然大爆音をあげて爆褒し

た.2--3秒の週期をもって「ドーウン」といふ爆音をたて¥1米程の大きさ

の赤熱熔岩塊片を高さ 300--600米y 水平距離 300--400米まで掲出した(潟

異 2，3参照).

との爆褒週期はさ欠第げ長くなり，熔岩塊片の噴出量及び、掲出距離は益々大き

くなった.25日， 26日， 27日の 3日聞には直径 6--7米，厚さ 0.5米(落

下後の観測〉の熔岩塊を火干しから 500--600米の地黙にまで掲出し， 1米程の
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熔岩片を 1，200米の距離まで掲出した.噴出物ははじめ火口壁を形成する熔

岩，援友岩等の岩片及び多孔質軽石一般の黒友色の岩片であったが，後弐第に堅

徴黒友色の熔岩塊片となった.

爆登最盛時の爆裂一週期内の現象の観測は弐のやうである.

はじめ火孔から青紫色煙が極少量漂ふが如くあがり，ついで火孔から火..:fLを

中心とじて外部に旗がる同心園欣の後光現象が現はれる(夜間はとの際火孔附

近が「バ{ツJと明るぐ在る(寝真 4参照).その後間もなく仁ドーウン」どい

ふ爆音がじて赤熱熔岩塊片が掲出され，黒次色煙ついで白煙が噴出される.之

が格ると 1秒 1同の害IJ合で「ザザッザッザー，ザザッザ yザ....Jと音がしてF

また再び前記の褒光現象からはじまってとの操作を繰返す;との爆音が起ると

殆ん芝同時に火孔の西方約 1，2QO米の距離にある観測所の室内でも精子戸を開

けると，空気振動のため顔に一種の墨感があり，鼓膜が長されて「柏、痛いJ・と

いふ程度の感じがあった.火孔の東方約1粁の中岳山上でも同様友樫験があっ

た;命夜は窓をあけてゐくと，空振のために吊したランプが動いて燈火が吹き

泊、されようとした.蛍時観測所は地動と空気振動とのため始格室内が動揺した.

24日正6時 304子頃の爆裂で北の池南部西側火口縁上の木柵は掲出された

熔岩のために破壊された(潟異 3、参照).同日 _19時 30分頃北の池北部西側

火口縁上の甘沼茶屋は第 2火口から掲出された赤勢溶岩塊(縦 4.5米，横1.5

米F 厚さ 0.5米〉のため潰されて焼失した(馬民 5参照).

26日13時頃甘酒茶屋の所に立って火口を観測したととろ，活動火口内は不

明であったが，Tゴオ{ゴオー， ドンドン・・・・・・・・」といふ昔が績いで凄じく，

火口の熱のために顔が暖かった.

27日には観測所玄関硝子戸 2枚が空振のためにとわれた.同日観測所で観測

してゐるとF 妻は第 1，第 2雨火口の噴煙が見え(局員 6，7参照)，夜は第
2火口から「ド{ウン」と爆設して掲出された赤熱熔岩塊が西側外輪山外斜面

の餐の河原に落ちて「パン」と音がして作裂じてとび散る.爆設の盛んた時に

は，奏の河原には赤熱熔岩塊片(馬民 8参照〉がちらばって「火の海Jといは

うか，賓に祉観であった.との中で山上神社南脇の高地に落下した熔岩舟は作

裂じて同所の芝草を焼じた.落下した赤熱熔岩塊の中で落下後約5時間も赤て
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見えたものがあった.

28日甘酒茶屋附近の火口縁上に立って観測した爆登瞬時の現象は弐のゃうで

ある.蛍時第1火口は鳴動連穫して黒友色煙に混じて赤熱熔岩片を火口底から

200--300米の高さまで打ちあげたが，第 2火口は盈 J々 たる焼石で被はれてゐ

た.暫くまってゐると，第2火口底問地から芭径約 20米の真紅の熔岩柱が地

中から上昇して来た.その頂部は鰻頭笠のやうな形をして 10.米程地上に上昇

した頃，その頂部に亀裂が出来て丁度カルメラ擦のやうた形に友り，fドーゥン」

といふ大爆音と共に，との熔岩柱が吹き飛ば、されて，熔岩塊片になって火口の

.内外四還に抽出された.噴出熔岩の量が少い時は，熔岩柱は火口内の凹地に現

はれはじめてからその頂部を殆んど水平に保ちながら上って来て?一度稀々熔

岩柱が下ったかと思ふと，前記のやう友大爆音をたて L爆議する.

ー第 2火口の活動は 26日， 27日にその絶頂に達し， 27日には観測所かち観

測された爆登同教は 1霊夜に約 750同に達した.以後同火口の活動は衰へは

じめた.即ち爆設の週期は最盛時には秒の程度であったが，後には分，時更に

日といふ程度になって活動は衰へた.

第 1火口は爆を受賞初から鳴動が連綾してゐた..2月 24日，25日頃は黒夜色

煙が噴出されて熔岩片は徐り噴出されなかったが，第2火口'の爆裂週期が延び

るにつれてその噴出熔岩片の量及び高さも増し，‘その活動力は第2火口に伯仲

し， 3月 1日には逢かに第 2火口を凌いで、〔寝異 9，....;...14参照)，之と殆んど同

型の爆を芝現象を現はし，その爆議直前に屡々同心国放の夜光現象まで現はした.

第 2火口と達ふ票占は， その爆登の規模がす白小さいと'とと， 熔岩描出の主方

向が達ふとと(第 1火口は主に北寄りに第 2火口は主に南寄りtに)と，第 1

火口は濠々たる黒友色煙柱の中に火口底から 200--300米の高さに屡々白色様

ρ電光が現はれたとと等である.

第 1火口の活動力は 3月 3日まで柏、優勢であったが， 4日には念に衰へ〉

5日以後は殆んど静穏にたって阿蘇山の金活動力も弐第に衰へた.

2月下旬の大爆議後の中岳火口の主怠る活動は大韓共のやうである.

4月 9日には第 1火口は鳴動，夜 (22時 50分--23時 00分〉赤熱噴石

(火口底上約 300米F 火口内落下)，第 2火口は 19時 45分「カグカグ」と
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との熔岩片は霧のため見えなかったが， rパいふ爆音をたて.1.1同爆裂した.

タンパタン」といふ昔がして中岳西側外斜面実の河原上に落下した.

5月;f句になって第 1，第 2雨火口が再び活気を呈した. 印ち 21日から

28 sまで第 1火口は概ね鳴動が大でγ 灰色煙をあげて降友砂ぐ少量)， 22日，

27日， 28日には登光現象まで現はした. との間殊I'C~1--24 日 tとは，第 2 火

口は間歌的に活動しF 噴石少量，降砂多量あり，.23日には火口底から噴石約

590米p 噴煙約 1，000米になった.以後雨火口は衰へた(寝異 15，16参照).

6月 10日， 11日に第 1火口が活気づいて噴石し，その高さは火口底から

約 150米に達した.10日には観測所の'硝子戸が震動した.その後主に第1火

日が活動してゐたが， 8月上旬になって同火口は稿、活気を呈し 5""'18日は噴

(0.5--0.6米， 10日には最大 1米位， 17日には最大 2米位〉が火口底か

t ら200""'300米の高さになれ時々降砂があり，殊に 18日には降砂が多量あ

石

そ17日には夜光現象があった.った.命 11日には噴煙中に電光が現はれ，

の後第 1火口の活動は弐第に衰へた.

教

今同の爆後蛍初はその同敷を逐一観測する逗がなかったが， 25日14時以後

は;曝褒同敷を細大波らさす=徹宵観測し得た.爆設営初から 25日 14時までは

大韓の推算による同教を以て補充した. 2月 24日から 3月 6日まで 11日
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で最も多く，第 1火口は 3月 1 日 683同に上り，就中 9""'10時の 1時間

作 404同で最も多かった(第 1表，第2表，第 3表及び、第 1園参照).

倫今同の爆登で前記以外の観測調査事項二三を記せば弐のや5である.

(1) 今回の爆設は前夜 ~3 日 21 時頃から 24，日 6 時頃まで山上の気屋が

第 1表、阿蘇中岳爆護日別同数

月 日 事1火口 室長2火口 メFh4 計 備- 考‘
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時刻別爆護同数 (2月25日--3月6日〉
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策 4園時間別爆護同数

念降じた時邸ち 1時聞に約 1粍近くの割合で念降した頃に起った(第 2国及

び第 3園参照).

(2) 爆登同教は梯践及び日淡時の未々気屋が低下した際にその同数が増し

て極大を示し，気星雲が上昇した朝夜の9時頃に比較的減る(第3園，第4闘参照).

(3) 爆設は火口活動期間中絡始持穫するととが少しある時間を沿いて小

爆設群をたして起ってゐる.、との小爆登群のー櫨積時聞は火口の勢力が弱い時

は数分乃至数十分間で一定せす"，活動旺盛んたる時は概ね 20--60分，殊に必50

分位が多く，略一定してゐるやうである.爆設群の時間々隔は活動が弱い時は

不規則に見えるが，爆五更優勢なる時は短きは 1づきi平均 4--5分でかなり一

定してゐる.時として 30分位のととがある・'

爆授の微動観測

3月 1日から 5日まで5日間の火山性徴動を阿蘇火山観測所に於て観測じ
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た.徴動の槌穣時聞は概ね 5--12秒で， 5--6秒のものが比較的多く時には

殆んε連穫して 15秒をとえるものがあった.殊に活動の終りに近い 3月 4
日 17時前後 1時間位に亙うて微小友る振動が現はれた.‘その同教は少し

その纏震時聞は不定で，時々 1分間位に及ぶものがあった.1日から 2日ま

で記録した徴動の振幅は多くは 60--80μ，であった.その最大は 100μ，に蓬ず

るものがあると思はれるが，記録が重在って明かでない.とれ等の週期は概ね

0.49--0.73秒であった.. 

との爆議後は著しい徴動の記録は少し唯 4月 9日の爆設に 3時間宇に亙

り約 40μ ぐ週期 10秒)の振幅を示す微動が現はれたに過ぎ友かった.

8月上旬~中旬の第 1火口の活動時には徴動計に柏著しい振動が記録され

た.との振動記録は同数が少いためか概して鮮明であるが，その中明瞭なるも

の L一つを事げると，種績時間約 10秒，振幅 45μ，であった(第 4表参照).

資~ 4表昭和 8年 8月活動時の微動

H く10p 10p 15p 20p 25p 30p 35p 40p 45p 50p 計

8 O O O O O 1 O O O O 1 

9 2 O O O O 。 O O O 2? 4 

10 14 。O 1 O 2 O 3? 1? 1? 22 

11 1 0_ '0 O O O O O O O 1 

14 32 O 。 O 。 1 O O O O 33 

15 69 5 戸。. 6 O 17 8 10 。O 117 
16 37 5 2 2 2 8 I 7 1 I 0 65 

17 38 16 .8 9 3 22 10 17 4 。 127 
18 4 2 1 4 1 4 3 。O O 19 

計 197 28 13 22 6 55 22 37 6 3 389 

との8月の活動以後は記象紙上に振動記録は友く友った.

地震の援生同教と験測結果

今同の爆後前後の地震同数は弐のやうである.

昭和 T年 10月頃から 1佃月合会りの聞に山上では地震は1同も友く，只熊

本市から近距離の地黙に登震したと思はれる徴動-ぐ熊本測候所のウヰ{へJレト
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地震計の記象による)が 3，4日告きに 1........3同あっただけである.

同年 11月 25日........12月下旬の中岳火口の活動ら表徴期に徴震があう?と・

越えて昭和 8年 1月に入ると地震が俄かに頻繁と左り，向月 14日には10同

の地震(との中 3悶は中震〉があり，以後念に減少して 1日に 1""-'2悶とな

った.

1月下旬の後宇から地震は毎日のやうにあって，その同数ほ 1日3同内外，

2月 6日， 7日には夫々強震が 1同あった.以後中旬頃までに約 40同の大

小の地震があって，地震活動は最盛に達した.

24日の大爆設以後 10日聞に亘る活動の最盛期には地震は僅かに 2同位で

あった.

日月上旬後半かち同月中旬怒りまで地震が時々あり，下旬には増加した.

4月上旬には地震が少し同月下旬から増加して" 5月 5日には 10同の

地震(との中 2同は中震〉があった.その後地震は漸弐減少した.

昭和 7年 11月から昭和 8年 8月まで山上で感じた地震|司教は 158同?

その中強震が 2同，中震が 6同あった.之に熊本測候所のウヰーへノレト地震

計の記象から阿蘇山系統と見るべき徴動を加へると，有感地震171同，無感地

震 152同，計 323悶となる.向京大の阿蘇火山研究所の倍率200倍のウヰー

ヘノレト地震計が記録した地震同教は昭和 7年 12月 25日から昭和 8年 2月

末日まで 1，056同であった.

今同の爆後期間を通じ，・各地震の記象型と管内地震報告に就いて綜合すると

各種地震の群生する震源は弐の三地帯に大別される. ~p ち

(1) 阿蘇火山中央火口丘中岳直下或は同西麓地帯

(2) 阿蘇外輪山西麓地帯邸ち立野火口瀬附近から大津附近に至る白川中流

域

(3) 阿蘇外輪山南西麓地帯邸ち阿蘇山西村から木山御舶を含む緑川支流

域

(1)は主に今岡爆登の 1--2個月前に頻設し旦爆登数個月後にも起った.と

の中往々阿蘇火口原にだけ感じて外輪山外には感ぜぬものがある. 1月中に頻

裂したものや， 5月 5日 20時 30分過ぎの地震〔第 5表の (8)，(9)参照〕
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はとの例で，震度は中震程度，震域は甚だ狭小であり，その震源、はは火口直下

約 1粁と推定された.

(2)， (3)は爆登 3.........4個月後頃に群生し， 且交互に起ってゐる. 向従来の

火山活動期中にも往々登生したとの中 (3)は緑川のー支流に添ふ地帯上を移

動する傾向がある.

事 5表 火山活動に関係がある、と考へられる地震

護震時
最大動振幅

初動期時微間
観測所 llh 週期 P--F 初 勤

MN ME Mz P--S 

(1) 1月 14日 11時 10分頃の地震 中岳山上では念識で上下動が著しかった.

熊本では綾漫であヲた.震源は中岳火口西麓の地下らしい.

熊本|ω ぬ 1601い 同

4.2 

阿蘇山 -411 +849 - 0.2 1 1+29 +413 -200 0・4
. ， 

震度:ー中震;阿蘇山，宮地弱震;木114.隈府，大津経震;熊本識震;馬具原，

潰町，粧木

く2) 1月 27日3時 33分頃の地震 阿蘇山附近に限られた小局部の地震であ

った.営時策1火口の活動が盛んになった.

熊本 1，3，333.Sj' - 66 ー 77 12:0~2.61 5叫+仏 4.8 

震度;ー中震;阿蘇山，宮地. 、

く3)'2月 6日 16時 17分頃の地震 阿蘇山上，同南麓，北麓，西麓ではかな

り念散であマた.阿蘇山土では瞳感 i分 20秒間，地震前に御船町では砲星撃のやうな，

木山町では橋上を通る車の音のやうな地鳴があった.'i:の地震は今岡の爆護期間をilli

じて最も強いゃうでるったィ

熊本 117叫 -403 -346 -吋1.8-1.91.7 4.4 

震度:ー強震;阿蘇山，高森，宮地，大津弱震乃豆徹震;有明海沿岸に至るまで感

ぜられた. 瞳震;熊本.

く4)'2月7日 10時 27分頃の地震1 阿蘇山上及び宮地町で精念，韓感約 1分

20秒間，震源は中岳火口附近であらろ.

熊本 127叫 +232 -186' +吋 L9..1 7' 32.81 -~.3 -4.5 十4.01 4.7 

震度:ー強震;阿蘇山，宮地・中震;大津弱震;高森，北小周鰹震;熊本強震;

馬見原.
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護震時
最大動張幅 1<J) 動 初動期時微間

観測所 週期 P~F 
l1h MN ME Mz N E Z P--S 

(5) 3月 25日 21時 50分頃の地震 熊本では南北勤の描針がはづれた.地震

と同時に木山，御船町では地鳴があった.震域は従来の地震より康範園であっ七以

後 20 問~儀震があった.震源は西外輪山麓白川中流域立野大津附近らしい.
、

熊本 15ct25与 J でば一白ol1ふ l山 821+46f+d-dl
同

3.4 

震度:一中震;高森，宮地，大津，木山，北小周弱震;阿蘇山，熊本，南関軽震;

矢岳

く6).4月8日 20時 54分頃の地震熊本ではかなり念撮であった.阿蘇山では

無感.緑川流域地方では時計がとまり，一部に崖崩れがあり，所々遠雷，風車，或は

汽車の遁るやうな地鳴があった.震源は緑川の支流域らしい.

熊本 154!:?7.31 --535 -801 +吋 0.5--0.91 2 52.71+1:7 . -2.1 +20.51 . 2.1 
、震度:ー強震;木山，御賠j潰町中震;大津弱震;熊本弱震-題震;松橋，砥

用，植木，三角，南開，人吉，矢岳，馬見原，日奈久，八代.

く7) 4月 13日 12時 53分頃の地震 熊本及び阿蘇山上で、は性質緩漫であった.

阿蘇山土では韓感約6秒，震源は外輪山西部の立野火口瀬附近らしい. ζ の後同様な

性質の儀震が多数起った. ， 

熊本 153 0.21 .~657 十 414 -211r 1.3-1 
震度:一中震;大津弱震襲府，高瀬軽震;熊本微震;阿蘇山，御舵，ー馬見原.

く8)5月5日 20時 38分頃の地震阿蘇山では念識で，上下動強し檀感約 1

分，強震計では最大振幅的2粍あった.地震前雷地では遠雷のやうな地鳴があった.

熊本は無感，震源は中岳火口直下約 1粁らしい.

熊本 138吋+67. - 80 - s61 2.6--2.81 ! {卜1.8 -3.2 十3.41 :4.3 
震度:ι 中震;阿蘇山弱震;宮地，高森龍震;大津.

ヱヲ

(9) 5月 5日 20時 54分頃の地震 (8)と略同様.

熊本 154必 11'+ 62 土佐ナ 281J.9-2.5! . 1 4.2 

震度:ー中震;阿蘇山軽震;高森微震;宮地.
セー‘，、

く10) 8月 16日 13時 10分頃の地震 熊本及び阿蘇山で・は性質緩漫であった.

阿蘇山では韓感 12秒，大津方面は念撒，御加，漬町等では柏、念酸，木山では風j撃の

やうな地鳴がるった.絡川中流域に震度が強〈熊本以北では概ね徴震であづた.震源

はに6)と同じゃうである.
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I 

最大動張幅
初 動 轄|観測所 援震時 週期 P--F 

MN ME Mz N E Z 

-132μ-':695 μ [ | &ゐめ|1.9..:....2.51 4 45.8ー+ー 2.9 '1 

阿蘇山 +2JO ，+220 くー) (ー〉

震度:ー強震;大津，御船，潰町中震;木山騒震;熊本織震;阿蘇r11'

f苛ζ の他に失の地震があった.ローマ字は震度

最MN大動1¥1振1E幅 Ir-FI~ 初動~Ipム←ーs 備i 長J 

年8 4月2d日1時3分1現5 +1，20μo - 9∞ μ お R 

(E記.震象央徴小中岳)"熊本無感阿蘇山 一一

阿蘇山 5 15 10 11 一一1，600
DI. 震，央熊本大分無牒感、西部ら
L い 。この
他にEが 1阿ある.

阿蘇山・ 9 26 3 34 30ca. 0.6 E ，E念SE識， 5震k央mは中岳
の 4.

熊本 '11 1 21 03 一一 一一 1.0 II.口念が酸噴，2日始から弟 1火 石しめた.

熊本 11 10 2 22 W;震央御舵附近

熊本 11 20 8 04 一一 一一 V，念強，震央大津

熊本 '12 12 (ー)(ー) 1.6 
震度不明， 12月宇頃か
ち八代海にIがあった

阿蘇山 1，9 1 13 d ~81 + 760十郎O 0.6 本E直下，記念象ら書札徴しF震しJ、、源。(E中SE岳)先，熊日 I 

噴煙の色及び高さ

今同の爆裂には噴煙は第1火口は概ね黒色乃至黒友色であり，第2火口は始

め概ね白色乃至友色.後宇3月1日頃から黒色或は黒8<..包であった.2月2'i日

朝第2火口の活動の最盛時には襟巻雲が1同現は

れた.

;噴煙の高さは概ね 1，000!"-2 ，000米に遣した. と

の爆愛期間を通じて噴煙が最も高く上ったのは 2

月28日10時であった.との時熊本測候所かち測

風経緯儀で測った角度は約6度であったh 熊本

部 6表熊本市に於げる

噴題、蓮華麗測

月日時|噴煙

2 28 10 I 黒煙猛烈

:3 2 11 I 黒煙高し

371  噴煙強し

市，中岳火口聞の水平距離を 37粁とすれば，との噴煙の高さは海抜約4，000
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米，rt'岳火口→上約 2，700米となる. との噴煙は黒色で濠々と立ちのぼり，銭砧

雲のやうで批翻であった・因みに昭和 6年8月浅間山爆設に於ける頃告の高宮

は海抜 8，280米y 火口上 5，740米である.

降茨地域と降友量

2月下旬から 3月上旬まで約 10日間の爆投に於ける降友地域は東は大分豚

南海部郡蒲江海岸を越えて日向灘に入り，西は熊本懸玉名郡小田村附近まで，

南は宮崎懸児湯郡東米良村附近まで，北は大分勝宇佐郡糸口村方面にまで達し

た。その距離は概ね問火口を中心として 100粁内外であるが，との期羽は概ね

北西乃至西の風が

多かったため，降

友直域は大部分火

口から東乃至南東

方殊に東方に撰が

り，その総商積は

凡そ 13，225平方粁

に達した.向遠隔

地に降友があうた

のは， 烏耳元懸南部

でとの距離は凡そ

350粁で、ある.今

との総面積をAと

L.，各地方降次の

深さに庭じて降友

量を概算する. と

の中降友の深さ 1

糎以上の地域をA1

とする.之は主に

中岳の東側でp 同

集 5問中岳爆護附・固
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火口を中心とする半径約 10粁の宇国放の地域に嘗る.降茨の深さ 1糎以下'， 1

粍以上の地域を A;t.， 降友り深さ 1粍以下の地域をおとする.各地の報告に

依り趨宜撰揮して平均の深さを求め，ヨたに各匿域の面積を数式並びに面積計に

よって算出し，夫々鰻積を求めて総和すると，今岡の爆設による降友量は大龍

王，270寓立方米と友る(第 7表，第 8表及び第 5国参照).

策 7 表降友分布量

AI ・ A。 Aa A 

地名 深さ(糎) 地名ー深さ(糎) 地名 深さ(輝)

宮地 1.0 - 朝日 0.15 大津 .0.03 

‘色見 3.0 高森 0.33 湯の谷 0.03‘ 

宮 砥 0.70 宮の原 0.02 

緒方 0.10 下竹田 0.01 

西大野 0.15 

合 P 川 0.60 

白山 0.90 

重岡 0.30 

延岡 0.10 

深さく平均)， 2，0糎 0，30糎 0.02糎

降友面積 157平方粁 2，489平方粁 10，579平方粁 13;225平方粁

降友量 314X 104立方米 ‘746.7 x104立方米 . 211.6 X 104立方米 ] ，272.3 X 104立方米

火山友の飛行速度

(1)' 2月 27日 7時 30分頃噴出の火山友は約 30分後に同火口から約

35粁を距った大分懸大野郡緒方村に降下した.との飛行速度は 1時間 70粁，

従って 19.4米/秒になる.嘗日 10時 40分熊本測候所陀於ける上層気流観測

。によると， 3，000米の高さで西の方向に 13.3米/秒， 3，400米の高さで 17米/秒

であづた.営時噴煙の高さは爆議日誌によれば、F 相営の高度に達じてゐるかち

先づ海抜 3，000米以上に達したと思はれる.

(2) 3月 2 日 6時 32分頃噴出の火山友は 1時間 58分後に同火口か.

ら約 68.5粁距った宮崎懸東臼杵郡東郷村に降下した. との飛行速度は1時間

約 34.6粁で 9:'6米/秒とたる.営日 10時熊本測候所に於ける上層集流観測
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況、扶砂友降策 8表

/考備3方向質

、 友 |深さ 1寸位 I ?i'Þ ~%tr 

必ム積友砂量色も降 2定期日名地

飯茶椀大の熔岩片落下，農産物
被害5割，魚死し， L\~馬流産す
る.

湯の谷温泉欝化がない.

雲苔に多少被害があり，井7l¥.に
要望イ七がない.
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友，茨白
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長陽村

高森町

鯉
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池
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・
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¥
4
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害
な
牝
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境

少
傘
に

多
・
水

に
だ
井

物
ル
'

産
死
難

震
が
悶

s 光揮がある砂
利を合む

、黒，茨

昭和8年 2月25日
夜-3月4日

3月2日-3月4
日

宮地町

N 砂を合む

8 粉末扶

河水が多少濁る.

農産物に被害がある.

s 

E 

ESE 

N 

友扶セメシト

に似てゐる.

硫黄の臭があ
るセメント扶

セメン、ト扶

煙の様である

砂を合む

白祇1放につ Iき
1時間 1/20JE 

白紙 1枚につき
2匁 5分

白紙1枚につき
1日5匁(1m2 
にワき 0.2立)

白紙1枚につき
厚さ 3粍

深さ 1鹿

微量

深さ 5厘

友，黒2月24日夜--3月
ι1日朝

3月3日--3月4
日

馬見原町
F
M
A僻
む

)
黒，友南小園村

白‘

友

椅

友

友

繰
黄

m-

友

2月24日-:28日の降友の魚河川
が濁り，魚類に死んだのもある.

河7l¥.が薄茨色に務り，屋根が境
色し，南部姫識方面は魚類が全
滅した.

SW  

W 

w 

砂を合む

微 γ 砂
量徴

グ

五V友

黒

友

資

2月 278---3、月
8日夜

2月28日-3月初

2月27日

3月1日朝--3月
6日朝

2月10日以後

2月18日頃-"3月
下旬

2月24日....;..2月28
日

11 北小関村

キす

菊池郡大津町

北令志村

上盆披郡朝日村

粕

大分鯨直入郡久住町

竹田町

玉来町



下竹田村 p 友 白祇 1枚につき 木炭に似てゐ w 
1 s 5瓦 る

八田村 月2月22日71日4時5時.......3 赤 友‘ 地面鑓色す 微 粒 sw 

官砥村 2月24日-2月2毛日 友 深さ 3分(248) 砂を合む "r 何水が友色に濁り魚烏が死んだ
大野郡長谷川村 2月24日時7時--2 訂E内'"定 友 多分い所。は厚さ 1， グ NW  椎茸類は降友は烏後魚の類死護が育瞳不ゐが良， 山林

月25日13 ♂ 其内後田畑に小 あった、
河川iに ない.

白山村 1/ グ 厚さ 3分位 砂を分合合み，有硫 w 河エ川ペ3ア，1‘ 2日間混濁，IJ、鳥類の箆死
寅 3 7s.g;¥i、.

上緒方村 2月24日10時~同 t- 白紙時間1枚にヲき 砂を合む w 
日14時 4 計 5匁

合川村 午2後月25日朝-27日 1/ 白紙1枚につき グ NW  

1時間 1匁

重岡村 22時月2間4位日9時工り 黒 厚ざ平均 1分位 グ w 農作物被害軽微、

緒方村 2月27日8時~同 次，友白 白紙鑓色ナ 木裁に似てゐ、 sw 
日16時 る

南海部村 2月24日8時~同 友 白7分紙位正放にヲき 粉末朕 w 霊童豆の葉等に焦痕がある.

日19時

宮崎廊西臼杵郡高千穂町 2月初日 5時~同 柏、 黒 厚さ 1粍才 1/ N 

日10時 "". 
岡原村 紅 梅 厚さ 3粍 砂を合む 一
七折村 2タ月25日平朝~同， 次? 地面接色す 微粒子 w 

日刻

諸塚村 3月8日夜 1/ 極 少 次扶 sw 

東臼杵郡南浦村 2月24日9時-25 紅 梅 屋根捷色ナ 木炭に似てゐ N 

日11時 る

北浦村 グ 1/ 厚さ 3粍 友北長

東搾'j{村 3月2日8時30分 友 千設 少 グ w 

~同日17時
南方村 2月24日夜-25日 1/ グ 塵竣版 NW  柴・草のょに認められる.

延岡町 2月24日10時30分 1/ 1時間1尺平方 砂を合む硫黄 NW  
~同日12時 に8匁位 性

(
H
U
C
)
 



によると， 2，500米の高さでは西南西の方向広 10米/秒， 2，800米の高さで西

15.7米/秒， 3，000米の高さで西 19.3米/秒であった.蛍時噴煙の高さは爆設

日誌によれば相嘗高く F 先づ 2，500米或はそれ以上であった.

(3) 2月 2多目最初の爆設の際の降次に就いて鳥取鯨境町の境測候所から

次のやラ左問答があった.

(a)降 友

嘗地に於ては頴著なるものを認めざりしも 24日 10時より 12時の間に

於て極めて裁量の降友ありたるものの如く 12時観測に於ける雨水混濁し居

りF その色合は淡褐色を呈し居りたり而して 10時以前の雨水は清澄にして

14時は殆んE常態に復し居たり.

司b) 視程観測

10時には南方最大距離目標(山)36粁見ゆ.

12時には向上目標見えす

14時には同上目標見えすτ.

向営日阿蘇山上観測所 第 G 国，昭和8年 2月24日午前6時の天気圏

の観測では，爆議後1時

間ならす=して風は南乃至

南西平均 7米/秒となっ

た・従って同所から北北

東に営る前記烏取鯨方面

へ火山友が飛来するには

好適の風向であった.子且

同日朝の天気圏では不連

績線の通過があった(第

6闘参照).之を爆を受賞時

の火山友が降下したもの

とすればF 火口から直距

離 350粁離れた同地まで

約i7時間f30分か Lった.

71.ε 
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との飛行速度は1時間46".7粁と在り，約13米/秒となるー嘗日の熊本測候所に

於ける上層気流観測は降雨のため中止した.以上の各飛行速度は 10"-20米/秒

で，強風乃至烈風に相賞して居り，大韓首日の上層集流の速度と合致してゐる

貼から見ればy 先づ官時の飛行速度として受賞なるものと思はれる.湾問山の

火山友の飛行速度は明治 42年~大正元年の活動では平均 M 米/秒?との申

明治 42年 12月7日には22米/秒， 明治44年 1月3日には 17米/秒，同年 1

月 6日には 35米/秒，大正元年 12月 14日には16.4米/秒であった.

火山友の性質

今岡噴出の火山友の性質二三をあげると弐の通りである.主に友色，黒友色

でF 火口附近では光j撃がある火山砂を含んでゐた・比重は 0.F(大分野、直入郡

宮砥村降下). 3月 3日夜熊本市に降下した火山次は熊本/瞬、農事試験場分析の

結果によれば， 100瓦中に硫酸の含有量が 0.12瓦あった.
¥ 

火山活動に依る被害及び異常

(a) 山上附近の被害

今同の爆設には 2月 25日午後に熊本鯨嘗局では熊本測候所の'意見を徴し

て登山を禁止され，宮地警察署から警官が山上に駐在して一般登山を監l現した.

Lめ，一人の死傷者も注しその他被害も少かったのは幸であった.

(b) 温泉・井水の異常の有無

中岳木口南側南郷谷方面に二三崖崩れがあったばかりで，同所附近に散在す

る温泉にも井水にも異朕がiなく，爆を支の前兆と主主るべき現象がなかった.元も

との爆後の前後には前述のやうに多数の地震があった.唯同火山の北方約 80

粁離れた北小園村北部の杖立川流域の杖立温泉では，この期間中阿蘇噴煙の強

い場合は湯の湧出量増加し，噴煙沈静すれば湧出量減歩る傾向があったとい

~. 

tc) 降友の被害

降友の被害は狭い範閤に限られてゐたが，その中熊本県系阿蘇郡の大部分，大

分野、西部地方の直入郡，大野郡等には相営に被害があった.殊に被害の甚しい
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"" 
地方では雲苔に相嘗の被害があり，大分懸西部の椎輩類、は降友後護育が著しく

不良になり，火口に近い所では牛馬の流産するものが多かった.河川は友色に

濁って魚が津山死んだ所があり，山林内や田畑で、屡々小鳥が銘死した所もあっ

た.併し被害の程度が割合に軽徴ですんだのは，時期が恰かも冬季で作物の栽

培が最も少い頃であった Lめ，震に不幸中の幸であった.命活動期聞に降友の

甚しい大分懸直入郡宮砥村附近の欣況込附記する・同村附近の降友は同豚下で

最も甚しく 2・月 24日 8時頃から 11'時頃まで、は太陽が見えす"，天空時黒・

と在ってF 室内では燈火をつけ，往来の人は傘をさした.との中 2時間の降次

量は幅 60糎，長さ 75糎，"i架さ。 0.2糎，印ち 0.7立(坪嘗り 5.15立〉で，

比重は 0:9であった.とのため浅い大野川支流.の水は全く友色に濁れいだ・

はえ・かまづか・ふ友等の魚類は殆んε全滅した.山林の小烏も亦地に落ちて
死んだものが多い.

，火柱望見直域

2月 25日夜以来 3月 3 日まで、火柱が九州中部の各地から望見された.熊

本市から望見すると.10秒台き位に間欺的に仕掛花火のやうに爆設して真紅の

火柱が直上した(その都度多数の熔岩塊片が噴き上れ，その高さは火口上1，000

米に達するかと思はれた. との模様は山上でー

見ると弐のやうであった.I6Pち赤熱じた熔岩

塊Ji.が火口壁土 300........600米の高さに打ち上

げられy 噴煙に反映して火柱が生じた.且砲

撃りやうな昔と，遠雷のやう在日烏動とが交互

に問えた).26日から約 3日間最も批観であ

った. 28日午後には一時勢力が衰へて火柱

が沿えたが，翌3月1日から漸次活動を、盛り

返し， 2日夜から 3‘日に亙って第 1火口の

爆後が頻繁とたり，その上時々第 2火口の爆

設も加はって，、火柱は再び熊本市から望見す

部 。表
一熊本市に於ける火桂遠望観測

月日時 火 柱

2 25 20 見る(約10秒毎)猛烈

21 見る

22 1/ 

27 20 1/ 

28 20 グ・

326  1/ 

19 11 

22 グ

3 5 1/ 

るζ とが出来た.前記約1週間内に火桂の見えた場所は，各地の報告によれ

(lfl3 ) 



ばF 主に阿蘇火山を中心とする略楕固形の地域内で，東は大分豚大野郡三重町

附近，西は熊本焼玉名郡長洲町海岸p 南は宮崎勝、西彼杵郡鞍岡村方面，北は大

分勝玖珠郡東飯田附近に遼L，その距離は火口から約 40"，-，70粁に在る.之を

地圏上から算出すると，その線、面積は約 7，225平方粁になる(第 5国及び第 9

表参}f¥O.

爆音偉播恵域(第 5国参照)

爆音は 2月 24日の爆設以後 3月 3日まで約 1週間に亙って九州各地で、

器、かれた.その音が最も六きく且頻繁であったのは 26日から約3日間で，阿

蘇火口原内では絵日鳴り響いた.

1との爆音が到達Lた医域は，東は日向灘北部沿岸F その遠いものは大分廓南
かふじ7

海部郡米水津村を越えて豊諜海峡に蓮ふp 西は長崎懸南高来郡島原町，神代村

及び熊本豚天草郡亀場村乃至碇石村方面までy 南は宮崎懸南那珂郡北郷村y 北

は大分懸西図束郡東都甲村，同豚宇佐郡四日市附近及び園東宇島海岸一帯の地

に達し'.'その全面積は凡そ 35，156平方粁，¥JL州、!では佐賀騒を除乞熊本・大

分・宮崎の大部分3 稲岡懸南部・鹿児島県率、北部及び長崎県菜、島原宇島の一部に撲

がれ六豚に亙って九州全島の約一7割に及んだ.蛍時の風向が多〈は北西乃至

西であった Lめ，との直域は殆んε東部及び南東部に掠がった(第 5圏中の太

い鎖線部).との爆音の到達距離は中岳火同から平均約 100粁である.

異常聴音地域

前項の爆音聴取地域を越えたものは弐のゃうである.

北方;幅岡鰐、後藤寺町 (約 80粁)

南方;鹿児島/牒薩摩郡上瓶村 〔約 164粁〉

グ 出水郡阿久根海岸(約 128粁)

1/ 腰骨吸郡志布志海岸 (約 157粁)

(括弧内は中岳火日からの直距離を示す)

とれ等の地では何れも敷同宛極く徴か友遠雷のやうな爆音をきいてゐる.前

項の聴域を:内諒域とい之に封じて前記本項のものを外護、域(第5圏中の細い

( 1.54 )ι 



鎖線の苦s介)とすればp とれ等雨諒域間に相営虞直域の無整地域が現はれ，昭

和 10年 4--5月及810月ぷ長ける浅間山の爆設の欣況によく似てゐる・.と

の無整地域の中央軸は中岳火口かち 120粁内外である.因み比大森博士が算

出された浅間山・楼島・盤梯山の三火山の爆強時忙於ける千均値は 120粁であ

る.

今同の爆設の音響に関して島根懸演田測候所からきたのやうな同答があった.

「本懸美濃郡奥部地方に於ては， 2月 25日午後より同 28.日頃迄，三塁夜異

常の音響を感じたれ就中匹見上村，道川村に著じく障子.硝子戸等に響

き，恰かも銃砲鼓射の音響に酷似したりといふ.方向は西の如く，回数は詳

か友らざるも其の甚しき場合は 5分時毎に感じ，特に晴天の時よく感じた

りと.芭見下村，都茂村，二川村に於ては感度同数共に少く，二川村にては

最も弱かりしものの如し.-J

との期間は爆登最盛時であり，営時山上の風向は山上観測所の自記風信器記

象祇によれば弐のやうである. gpち24日爆登営初は南東，土7米/秒であった

が，後間:もなく南~南西に特じ同日 8時以後は西或は北西， 8--9米/秒， 27 

日夜守三から南南西，約 2米/秒， 10時頃から西~北， 18時頃から南寄り土

1.5米/秒， 28日 4時過ぎから北或は北東風になった.熊本測候所の上層気

流観測によれば，高さ 1，200米以上は概ね西寄りの風であるが， 27日の約

1，200米の高さ及び28日の約

1，800米の高さで一時南西風

であった.とれ等雨者の風向

から推定すれば，前記騒音地

域は阿蘇中岳火口かち略北北

東に賞って居わ該地方近海

に演習が友かったゃうである

第 10表熊本市に於ける火山菅響観測

月 日 時 首「 響

2 26 10 遠雷のやうな鳴動が聞えた

27 14--15 14時36分頃数i司鳴動が問えた

17-18 17時40分頃柏、強い鳴動が問えた

3・ 1 14--17 嶋勤が聞えた

2 18-19 18時15分鳴動が問えた

から首時南~南西風のため，爆設の音響が停播したと見てよいか.若しよい

とすれば，との距離は中岳火口から約210粁で，今同の爆裂に於ける爆音停播

距離の最大であるh とのやうに一部飛び離れて聴取されたのは，浅間山爆登に

その例がある.
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中岳水口の3量化

今問の爆登に於ける北の池火口の餐化について概要を述べるとすくのやうにた

る.第1火口も第2火口も活動の始め頃よりもy その以後には大理その活動中

心(噴火孔口〉が概・して東へ移動してゐる.例へば第1火口では A 子Lから B

孔に活動の中心が移って居れ第 2火口では 2月1]日頃同火口内西部の A

孔から略中心の B孔に活動の中心が移動じてゐる.且第 2火口ではん B雨。

子しとも所謂泥坊主的活動期を経て爆後した.第 1，第2爾火口を始め全部の火

口j哀が爆裂後熔岩塊片y火山友砂等のため浅くたわ爆後前昭和7年 11月の賞

測嘗時の深さと，爆議後6ヶ月経うた同年8月の火口賞測とを比較する時は第

1，第2爾火口は何れも 29，..."..46米も浅く左つてゐる(第 11表参照).昭和 8

年 8月の寅測は熊本高等工業事校土木科園田教授指揮の畢生測量班の寅測も

昭和7年 11月の賞測・は熊本測候所の支所火山観測所本多技手一行の賞測の結

果である.火口の直径は前者は専ら火口壁上の直径百後者は専ら火口底のも

のである.

策 11表 中岳火口の大きさ及び深さ

東西の直径(米) 南北の直径(米) 深 さ(米)

昭8和月 賞8年測 1昭1和月 賞7年測 昭8，和月 寅8年測 1昭1和月 賞?年測 昭8和月賞8年測 1昭1和月・賞7年測

策 1火口 、462 140 340 137 86 115 

第 2火口 360 2.50 260 250 、74 120 

策 3火口 300 154 140 123 52 53.5 

第 4火口 160 150 160 50 131 131 

青写5火口 70 72.5 60 59.5 5 5.5 

集 6火口 140 180 一， 
宅7火口 120 55 140 35 58 66 

火孔の向きコむと噴石との関係ー

噴石の方向は火孔導管の傾く方向と一致して風の方向に関係がないゃうであ

る.今同の爆登に於いて，北向きの火孔導管から抽出された噴石比北から風
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が吹くにも拘らす=依然とし北べ向って掲出された.

噴石分布

e 今岡の爆を受の噴石分布は弐の通りである(中岳火口i薗参照).第 1，第 2爾

火口を?含む北の池の中心から 200，.....，...300米の範圏内が熔岩塊片の落下分布が

最も密であった.今同特有の大熔岩塊はとの範園を越えて，第2火口の中心

から約500米の範圏内に落下したゃうである.最も遠距離に掲出された熔岩片

はエ米大のもので，北の池の中心から約 1，200米の地黙に達し?と〔前出).との

前後に掲出された熔岩塊片中大なるものに就いて二三を奉げると弐のやうであ

る.

24日第2火口から約300米距たった餐の河原に落下した熔岩塊は縦2.5-:-2.6

米y 横 1.8米，厚さ 0.8米あった.翌 25日には直径 5，.....，...10米の赤熱した熔

岩塊が第 2火口から 500米位の地黙に掲出された.(此の中砂千里演に落下し

たものは弱震 17及び中岳火口閏 xF参照).26日北の池北部西側火口縁上

Kあった遁稽甘酒茶屋に落下して同茶屋を破壊焼失せしめた熔岩塊は縦4.5米，

横 1.5米，厚さ 0.5米あった(前出斗 27日第2火口から抽出された熔岩塊中，同

火口の南西方約，.150米， ~pち北の池南部西側火口縁上に落下したものはy 直径 3

米，高さ 1米(丸昭八と名づけられた.一時牡丹餅石とも名づけられたが，間も

友くとの名は呼ばれ左く左った窮異18及び中岳火口圏 xC参照).同火口の西

方約450米即ち中岳前山西側外斜面養の河原に落下じたものは長径 7.2米，短

径 5.6米，高さ 0.8米(千昭八と名づけられた.弱震19及び中:岳火口園xD参

照.丸昭八，千昭八の命名者は本春逝去された本豚公園主事桧村辰喜翁である)，

同火口の南南東約700米(砂千里)に落下Lたものは長径8.9米y 短径7.55米

高さ 0.75米(弱震 20及び中岳火口園 xB参照)，その南方 12米の地貼に

落下したヘルメツト惰肢の岩塊は直径3米，高さ 1米(潟異 21及び中岳火口

闘XA)あった. とれ等の砂千里に落下した熔岩中前者は今同の落下熔岩塊中

見掛上最大のもので、あれ後者はその形が面白く，共庇まだ名がないので、9 筆

者は毎日の観測の都合上前者を砂千里石，後者をヘノレメツト帽石と名づけた.
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噴石の高さと落下時間

熔岩塊片抽出の高さは爆設営初の 24日は前述のやうに 500--700米であっ

たが，翌 25日は急:に高まり， 14時 55分 58秒の爆褒には高さ 800米(熔

岩塊の大きさ 5米〉に噴きあげられてとの期間中の殆んε最高度に達した.そ

の後，日を逐ラて掲出距離が延長するに従ひ噴石の高さは低下し，その多くは

500米以下となった.更に 3月に入って急:減L，概ね 100米以下，.9日には

200--300米の高さになった.その後 4月 9日は高さ 300米鼻 5、月 5日及

び 18日は高さ 250米になったととがある.'7 --8月に左って活動が柏、挽同

して 8月中旬前後には 200--300米(噴石の大きさ約 0.5米，最大約2米，

16日， 17日は活動が最も盛 第四表抱出熔岩塊片の落下時間，大きさ

んで，爆音， ~さ振が著‘しく，

顔に塵霊感があり，爆登毎に夜

光現象があった)， 9月下旬に

は 100--200米〈噴石の大き

さ0.5--1米，盛んに降次砂が

あった〉の高さに上ったが漸

次衰へた. 10月には噴石が

たく， 11月， 12月に敷同噴

石があり， 100--200米の高

さに達した.

2月 27日 12時頃噴出熔

岩塊片の落下時間が観測せら

れてゐる(第四表参照).

弛出熔岩の性質

今同地出された熔岩類は，

肉眼的で、は概ね黒衣色で、あれ

多孔質のものと，竪綴のもの

. 

時 実リ

11時4分94秒2 

52 28 

]2 02 57 

06 13 

08 06 

09 05 

10・23

13 08 

15 18 

16 1.5 

17 58 

21 04 

45 

26 48 

28 38 

32 54 

33 51 

37 40 

卒。
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及び抱出方向 (2月 27日〉

抱出方向 落下(秒時)間 熔き岩さ塊i直片径の米大) 
4・

NW-SW 12.4 0.5 

NW-SW 14.2 0.5 

N 12.4 一
s 9.6 0.5 

S， Z 11，6 0.2--0.3 

S， Z 14.8 0.5 

ち ]2.0 0.2 

sw 11.4 2.0 

S-SW 11.4 1.0 

WSW-SW 12.6 1.0 

S 12.4 2，0 

z 10.6 

w 11.0 1.5 

NW-SW 12.0 1.0 

、NW-SW 12.0 1.0 

NW-SW 11.4 0.5 

W，SW n.2 1.5 

N 11.2 0.5 

11.9 0.9 



及びとれ等2つの中間に近い性質を有するものがある.とれ等3うの性質の熔

岩類の比重は夫々大龍平均 1.58，2.69， 1.97， 3つの金平均 2.12である.頴

徴鏡下もは斑晶として斜長石 (An62--(34%)，微撹石，普通輝石，堅綴熔岩で

はとの他に紫蘇輝石があり，石墓は完品質に近く，玄武岩質安山岩である.

抽出熔岩塊の初速度

今岡の爆夜中で熔岩塊片が最も遠くに掲出されたのは，第2火口の南西方の

楢山で，その水平距離は約 1，200米である.熔岩塊片が火孔から角度叫初速

度 Y米/秒をもって描出されたとし，t秒後K1頃角。の山の斜面に落下したと

する.設に火孔口を原黙として之から水平.垂直の方向を夫々町クとすれば

(1) 

(2) 4
t
u
 συ
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出
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ι
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1
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S
E
E
l
- (3) 

(1)， (2)， (3)から

v=νρ 文 1-
V 2(tan α-tanB) .. cOSCG ' 

(4) 

x=1，200米}
出=45

0

とし，とれ等を (4)に代入すれば。=80 I '-~， 
g=9;8米/秒り

V=117米/秒

阿蘇中岳火口の爆授カ

昭和 7年 11月及び昭和 8年 6月の火口壁の大きさを再記すれば失の通

りである.

東西の直径(米) 南北の直径 f米〉
火口別

火口底|卒火口絵 火口底 平 均 火口 t綾 均

年 1火口 462 ]40 301 340 137 239 

集 2火口 360 2iiO 305 260 250 255 

計 822 :190 606 600 387 494 

卒 195 ，300 247 
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今第 1，第 2爾火口を含む北の池を長径 500米，短径 300米と俄定しyと

の中に熔岩塊片F 火山次砂等が 20米の高さまでたまったとすれば，ぞの噴出

物の鵠積は

3.14 x 500x300 x 20 = 942 X 104立方米

との噴出物の平均密度を 2.1とすれば，その質量

M =19，782 X 109瓦

爆設のエネノレギ{を E とし，爆設の平均初速度を V とすれば

E=1/2MV2 

= 1/2 X 19，782 X 109 X (11，700)2 

=1.4x1021エノレグ?

爆毅前に於ける第2火口底の地熱及び湯の温度

今同の爆設の約5ゲ月前印ち昭和7年 9月初旬頃に第1火口は小活動をはじ

めF 同大口内に溜ってゐた湯が干上って噴煙降次があった.第 2火口は A 池

の湯が全部干上って表面に白色粉末欣の鎖物が出来，B，池のi裁は外観盛んに沸

騰p 蒸惑を，念いでゐた との嘗時印ち 11月 11白13時 30分から 14時 40
分まで第2火口底で測定した地熱及び湯の温度等は次の遁りである.同火口 B

池南縁深さ約 20糎の地熱は 100.3
0

C，同池南縁の湯の温度は刊。C，気温は

18
0C，との観測に用ゐた寒暖計は中央気象憂検定の 20σC目盛りの最高寒暖計

である.因みに新潟野、の;庭山火山の噴気の温度は昭和 6年 8月 19日噴気孔

内 10糎で 94.5
0

C あった.

爆投前後の気象赦態

爆投前日の 23日6時には7，69粍の高気盤が日本海を掩仏関東から九洲まで

はζの圏内にあった.九州地方は南部に曇天の所がある外，概ね好晴で殊K熊

本J擦は穏やかなる好天気であった.18時前記の高気塵が東移するに及び，その

背後の蓋湾北東部y遼河上流域及び、上海の北東海上に弱い低気摩が後生したと

れ等が南北に亙るー列の低気星雲の谷を形成するに及んで，附近は風雨が強くな

った.爆登嘗朝に至り，後の 2者が日本海に念速に進出して蓋潟東側~九州北部

~日本海北部及び四園東部~房総宇島に顕著えにる 2つの不連稜線が現はれた.
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J 

とのため関西から九州まで及び南鮮の一部は雨となれ九州西岸は西又は南西

の風が疾風乃至強風に達ιた.爆裂は寅にこの敷刻前で1気摩念降の中途で、あっ

た(第 3園及び第 6闘参照). とれ等3個の低気星雲が北日本へ去るに及び，そ

の背面VC773粍の高気星雲が支那北部に現はれて， 24日夕刻にはその前面は朝

鮮及び支那東海へ展開した.

結局との火口活動期間内では，爆議官初及び3月1日の爾同に風雨があった

外は概ね高気摩の勢力下にあって一般に天気が良好で、あった.

との期間内の主なる高気底及び低気墨の動静を第 13表及び第 14表に略記

嬬 13表高気鹿表

月 日 f立 主i包室主
示度!月 日 位 置 示度

'2 24 北 支 那 773粍 3 4 本蒙邦.東方洋上古 77674 9粍

25 資 海 770 
蒙「カムチヤツカ」南部古 77678 9 26 朝 集P-南 宮古 772 

5 

27 日本海南部及び本州 768 6 蒙 古 777 
、

本蒙 邦東方洋上 766 黄 海28 7 776 
古 770 

8 ~主で 海 _777 
3 1 透 河 流 域 773 

9 
草B 鮮

775 。】 グ 775 日 本 y海

3 | 奥南
満 洲方 772 10 北内 地那

77'2 
若者 地 支 780 

安芸 14表低気盛表

月 日 位置 経 路 九州遁過刃日 進行方向
経過中ぬ

備示度

2 23朝 蓋海湾上北東 大東地隅牛方島~闘 2月24日6時 NE 760--74粍4 18時

草E遼河上流 朝軽鮮海北峡部~常 SSE 760-:-732 合併後NNEに選
域

み， 25日夕オホ
タ 楊手江河 渡封馬海峡~佐 2月24日朝 ENE 758-732 jhツク海山
口

26朝 石垣島西 NE-SSE、762-752 28日書那覇南方逼
'方 過

28童 那覇西方 名 瀬 EγESE 758--750 3月2日主主小笠原|
島通過

3 3朝 北卒西方 北鮮~北海道 E-NE 764:-742 カ6ギ日島タ逼カムチヤツ

3朝 石垣島北 九総宇州島南方~房 3月月43日日朝夕-3 NE  764--752 
6日朝本邦過東方洋|

方- 上遁遇、

4朝 肇濁東方‘ 沖縄北方 一句 NE-ENE 758:-756 通7過白書へ丈~島南方 I

9タ 蓋漕東部 九丈州島北南方方~八 NE岬 ENE764-744 11日過夕本J邦東、方洋
上逼

10タ 沖縄西方 一 ESE-ENE 761--754 土12通日朝過四本¥邦南東洋j
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する.

結

ス.昭和8年2月下旬の大爆登の前月から 2月中旬まで中央火口丘中岳直下

或はその西麓地帯に地震が頻獲した.

2. 2月上旬から第2火口の湯量が著しく減り 2月中旬半から怒りにかけ

て同火口西縁部に火孔が出来た.同月中旬格りから下旬にかけて火孔が東移

し，火口の略中央部に新火孔が出来て之が大爆穫した.2月末K第2火ロから

第1火口に活動の中心が移動した.

3.第2火口の大爆設は集盤念降時中に起った・ e火口の爆褒同数も気慶の降

下時 1:日中では概ね朝，タに多かった

4.比較的強い爆褒は概ね天気の惑い時に起り，弱い活動は好晴の日に多か

うた.

5.第 1，第 2雨火口は大鰭交互に活動した.

6..爆登旺盛時には第 1，第2爾火口は同心固般の夜光現象から始まる型の

爆設をした. との中で第1火口の黒煙柱には時折電光が現はれた.

7.噴石は火孔の向きに一致して，風向には無関係のやうである.

8.噴石は中岳火口底かち高さ約800米，水平距離約 1，200米以内に拠出さ

れたiとの中大熔岩塊は概ね水平距離約500米以内に落下した4 水平距離 200

-300米以内にある火口縁の木建物は破壊されて焼失した.

9; 山の斜面に落下した熔岩塊は活動最盛時の始めにはつぶれたが，活動の

絡り頃には作裂した.

10.火柱は熊本，大分F 宮崎の三j採に亙って見え，その範圏は約 7，225平方

粁民達した.

11.;，'噴煙は最高海抜お600米に上り，熊本，大分，宮崎の三豚約13，225平

方粁の範闇に降次があった.その概算降友量(2月24日-，.3月'6日〉は、1，272寓

立方米である.

: 1~. 爆音は熊本，大分，宮崎三懸の大部分と，鹿児島，稲岡，長崎三懸の一

部介及び遠く飛び離れて島根県系の極く一部分とに問え?と.その範圏は約35，156
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平方粁に主主L，P"J諒域，外諜、域及び¥4基盤医域が現はれた

本報文は熊本測侯所支所阿蘇火山観測所に於ける今同の爆を美前後の観測材料

を主とし，之にとの爆裂に就いて関西以西九州一国の町村役場・事校・警察及

び測候所へ照合して得た問答から調査した爆禁・地震同敷・降友・爆音・火柱

等の直域を附加した.月下本活動及びとの前後の活動に就いて材料整理中につ

きいづれ御報告申上げたい.命岩石類徴鏡等入手出来弐第地質岩石製方面.から，

も平行調査を進めたい.
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